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大環状シクロファンは、その分子内疎水性空洞の大きさや形状を自由に分子設計できる魅力的

な人工ホストである。特に、親水性側鎖を導入した水溶性シクロファンは、その疎水性空洞の大

きさや形状に適した疎水性のゲストを選択的に取り込むことができる。しかし、単純な水溶性シ

クロファンがゲストに示す結合力は一般に弱く不十分である。標的ゲストとして生理活性物質な

どの極微量物質を結合し検出する 1 ためには、飛躍的な結合力の向上が望まれる。一方、天然の

細胞膜レセプターにおいては、レセプター単独のリガンドに対する結合力は弱いものの、数多く

寄り集まることで結合力が飛躍的に増大する“クラスター効果 2”が知られている。例えば、２個

のレセプターが集まれば、リガンドに対する結合力は２倍以上に飛躍的に増大するとされる。こ

れらに鑑みて、当研究室では２、３、５、１７個などのシクロファンを連結したシクロファン多

量体 3 の合成に成功している。例えば、シクロファン５量体の疎水性ゲストに対する結合力は、

単純シクロファンと比較して 1200 倍に増大した。ここでは、シクロファン多量体の分子設計と

合成およびクラスター効果に基づくゲスト捕捉について紹介する。また、シクロファン多量体の

高効率な合成法の開発に関する取り組みについても紹介する。 
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